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較を行う。 IEEE802.15.4 で定義されたZigbee は、ホームエリアネットワーク内での通信には最も有力な候補
である。というのも、低消費電力で単純なネットワークを構成することができ容易に管理できるからである。ま
た、 3 章では、Zigbee がスマートグリッドに適合するための改善点についても述べる。提案手法による機能強化
によって、ホームスマートメータと家電製品との聞のパケット送信割合が増大したとき、スマートグリッドにお
ける通信の拡張性が期待できる。








































第 4 章では，前章で取り上げた ZigBee をホームエリアネットワークに利用する場合の
Home Area Network Identifier (HANId) に関するセキュリティ課題について議論し
ている.コンビュータシミュレーションにより攻撃の影響を明らかにするとともに，攻撃
を回避するためのフレームワークを提案し、その有効性を示した点は評価に値する.
第 5 章では，一般家庭と建物聞の通信，建物と隣接するコントロール制御センター聞の
通信について検討している.安全性確保のためのセキュリティ処理によって発生する通信
遅延，並びにスマートメータの限られた処理能力を考慮するなど，先進的な検針システム
の要求を満たすように設計された認証方法を提案している.提案方式により軽量かつ安全
な認証が可能であることがコンビュータシミュレーションによって確認されており，その
有効性は高く評価できる.
第 6 章は結論である.
以上の通り，本論文はスマートグリッドにおいて電力制御に必要な通信を安全に行うた
めの通信フレームワークを提示するものであり，情報通信技術並びに応用情報科学の発展
に寄与するところが少なくない.
よって，本論文は博士(情報科学)の学位論文として合格と認める.
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